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はじめに

シラコバトは国の天然記念物に指定され

ており，関東地方北部にのみ生息してい

る．現在，天然記念物指定地の越谷の個体

群（埼玉県教育委員会 1982）は姿を消し

つつあり，埼玉県東部，茨城，群馬，栃木，

千葉，東京との県境付近に生息（橋口ほか

2008）している．畜舎の家畜用飼料に食物

を依存していたシラコバト ( 埼玉県教育委

員会 1982) が，近年の鳥インフルエンザ対

策により畜舎への侵入が困難になったため，

生息域の縮小が懸念されている．そこで， 

2006 年秋，日本野鳥の会関東ブロック協

議会においてシラコバトの現状を把握する

調査が提案された．これを受けて， 2008 年

繁殖期と 2008 年―2009 年の越冬期に日

本野鳥の会関東ブロックに属する茨城，群

馬，栃木，埼玉，千葉，東京の各会が連携

したシラコバトの生息状況調査が行われた

ので，その結果をここに報告する．

方法

（１）調査期間

繁殖期の調査は 2008 年５月 10 日から

7 月 10 日に，越冬期は 2008 年 12 月 1 日

から 2009 年 1 月 31 日に実施した．一部

の地域においては，2008 年 9 月 21 日から

10 月 29 日の間にも生息調査を実施した．

（２）調査対象

本調査は越谷で行われたシラコバト調

査の先行研究である埼玉県教育委員会　

（1982）に従い，シラコバトに加えキジバト，

ドバトのハト 3 種を対象とした．

（３）調査方法　

1. 定点調査（畜舎におけるシラコバトの個

体数調査）

シラコバト下限生息個体数の推定を目的

とし，畜舎へのシラコバトの出入りを 30

分カウントし，生息数を把握した．定点調

査は，後述の調査対象プロット中に 1 箇所

設定した．

2. ラインセンサス（調査路による個体数密

度調査）
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ハト 3 種を対象に，後述の調査対象プロ

ット中に畜舎がある場合，できるだけ多く

の畜舎を通るように２㎞のセンサスルート

を設定した．時速 2㎞で歩きながら，片側

25m 合計 50m 幅に出現したハトの種類，

数などを記録した．ハトの個体数は，往路

と復路の平均とした．

3. 調査地

調査は過去にシラコバトの生息確認され

た埼玉県東部とその隣接地で行った．当該

地域の国土地理院発行の１:25,000 地形図

を縦横 4 等分し，１調査プロットの単位を

南北約５㎞，東西約５㎞とした．

調査対象プロットは，橋口ほか　（2008）

に倣い，各地の会員が過去にシラコバトが

生息していた所や調査地点でシラコバト生

息の可能性の高い所を選んだ．繁殖期と越

冬期，同一の調査プロットを調査する事を

原則としたが，シラコバトの動態，調査員

の都合などで繁殖期のみ，越冬期のみの調

査プロットもある．

1.

結果および考察

調査結果を図１～図 3 に示した．埼玉県

とその近隣都県の県境を含み，実線で囲ま

れた区画は国土地理院１: 25,000 地形図の

図幅を示し，破線は前述の調査プロットの

境を示す．

数字の入っている調査プロットはシラコ

バトの調査対象地域を示し，数字未記入の

調査プロットは調査対象外であったことを

示す．

(1) シラコバト個体数

各調査プロット上部に繁殖期（夏，図 1），

越冬期（冬，図２），それぞれ調査プロット

内の畜舎を中心とした定点調査の結果を示

す．本調査は調査時点での調査プロットの

下限個体数を示す．

繁殖期では 33 調査プロット中，シラコ

バト生息が確認できたのは 14 調査プロッ

トで，連続ではなく島状に孤立していた（図

１）．

越冬期では 41 調査プロット中，シラコ

図 1. 夏のシラコバトの個体数

（上）と個体数密度（羽 /km2）（下）

（2008 年 5 月 10 日から 7 月 10

日）
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バト生息が確認できたのは 11 調査プロッ

トで，繁殖期と同じく島状に孤立していた

（図 2）．なお，図 2 において春日部を含む

調査プロットで記録された個体数が 25 と

大きな値となっているのは，動物園におい

てシラコバトへの給餌を行っているためで

ある．同じく東松山の南東の調査プロット

の 15 個体は，畜舎に集まっているためで

ある．

埼玉県教育委員会（1982）の調査時には，

ニワトリなどの畜舎を中心としてシラコバ

トが分布していた．畜舎を中心としたシラ

コバトの分布は本調査時も同様であるが，

その畜舎の減少と畜舎への外部からの侵入

の遮断がシラコバトの分布域の縮小に大き

く影響したと考えられる．

シラコバト下限生息個体数は，足し算で

考えれば繁殖期は 46 羽（図 1），越冬期は

68 羽（図 2）となるが，いずれも 2 ヶ月の

調査結果の合計値であり，調査プロットも

同一でないため，この数字は目安にすぎな

い．

(2) シラコバト個体数密度

図 1，図 2 の各調査プロットの下部にラ

インセンサスによる１km2 当たりのシラコ

バト個体数密度を示す． 

繁殖期の個体数密度は１km2 当たり　0

～ 70.0（ 図 １）， 越 冬 期 は 0 ～ 85.0（ 図

２）の値を示している．０の調査プロット

を除くと繁殖期は　10.0 ～ 70.0，越冬期

は 10.0 ～ 85.0 の値を示した．

(3) シラコバト，キジバト，ドバトの 1km2

当たりの個体数密度比較

調査プロットにおけるシラコバト，キジ

バト，ドバトの 1km2 当たりの個体数密度

は，シラコバト＜キジバト＜ドバトとなっ

ており，それぞれ桁数が異なっていた（表

1）．

ドバトは外来種であり，シラコバトは在

来種である（日本鳥学会 2000）が，シラ

コバトは江戸時代に鷹狩り用の猟鳥として

東京，千葉などに放鳥されたものが野生化

図 2. 冬のシラコバトの個体数

（上）と個体数密度（羽 /km2）

（下）（2008 年 12 月 1 日から

2009 年 1 月 31 日）
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したと言われている（小杉 1978, 叶内ほか

　1998）．シラコバトとドバトの湿潤気候

における適応能力の差が個体数密度の大き

な差となって表れたと考えられる．

(4) 2008 年秋のデータ

一部の地域で調査期間外の 2008 年秋の

データが得られたので図 3 に参考として示

した．

(5) 過去および本調査におけるシラコバト調

査結果比較

過去に実施されたシラコバト調査結果と

比較するため（埼玉県教育委員会 1982）

に示された表を改変，追加した（表２）．

1948 年 2 月の分布面積 12.6km2，個体数

60 羽から順調に増加し，2000 年 1 月から

2001 年 12 月，分布面積は 1,094km2 と最

大に達した．本調査の結果，繁殖期，越冬

期とも，個体数，分布面積のいずれも急減

した結果となった．

まとめ

1. シラコバトの現状を把握するため

2008 年繁殖期（2008 年 5 月 10 日～

7 月 10 日 ） と 2008/2009 年 越 冬 期

（2008 年 12 月 1 日～ 2009 年 1 月 31

日）に定点調査（畜舎のおけるシラコ

1.

図 3. 秋のシラコバトの個体数
（上）と個体数密度（羽 /km2）( 下
内 )（2008 年 9 月 21 日から 10
月 29 日）

表１　シラコバト，キジバト，ドバト 1km2 当たりの個体数密度比較（羽 /km2）
　 

　2008 年繁殖期 2008 ／ 2009 年越冬期
　 生息調査

プロット
数

非生息調査
プロット数

生息調査プ
ロットでの
平均値（羽）

全調査プ
ロットでの
平均値（羽）

　 生息調査
プロット数

非生息調査
プロット数

生息調査プ
ロットでの
平均値（羽）

全調査プ
ロットでの
平均値（羽）

シラコバト 15 34 26.9 8.2 6 45 44.2 5.2

キジバト 49 1 66.0 64.7 46 2 52.3 50.1

ドバト 35 3 135.5 124.8 　 32 6 154.0 129.7
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バトの個体数調査）とラインセンサス

（調査路による個体数密度調査）を行っ

た．

2. 調査対象地域は，埼玉県東部と隣接

都県との県境周辺で，1: 25,000 地形

図を縦横 4 等分した調査プロット毎に，

定点調査とラインセンサスを実施した．

3. シラコバト個体数の調査結果によれ

ば，繁殖期は 33 調査プロット中，生

息確認できたのは 14 調査プロットで

島状に孤立（図１），越冬期も 41 調査

プロット中，生息確認できたものは 11

調査プロットで同じく島状に孤立して

いた（図２）．

2.

3.

表２　過去および本調査におけるシラコバト調査結果（埼玉県教育委員会 1982）に改変，追加．

年月 分布面積

(km2)

個体数

( 羽 )

個体数密度

( 羽 /km2）

調査地域

( 調査面積）

観察者

1948.2 12.6 60 4.76 越谷 宇田川竜男
1950.2 12.6 80 6.35 （同上） （同上）
1959.8 - 141 - 越谷 宇田川孝一
1960 21 以上 161 9.6 越谷，松伏 (40km2) 小杉昭光

1963.1 - 193 - 越谷 宇田川孝一
1966.8 52 以上 542 10.6 越谷，吉川 (81km2)（同上）

1966.8-1967.2 - 399 19.4 越谷，松伏 (40km2) 小杉昭光
1967.10–1968.6 90 580 6.4 春日部，越谷，松伏，

吉川など（146km2)

黒田長久

1979.4–1982.3 492 - - 埼玉県東部とその

隣接地 (1,200km2）

（埼玉県教育委

員会 1982）

2000.1–2001.12 1,094 - - 荒川以東の埼玉県

東部とその隣接地

（橋口ほか

2008）

2008.5–7 375 46 8.2 埼玉県東部とその

隣接地 (1,225km2）

本調査

2008.12–2009.1 150 68 5.2 （同上）（1,275km2）本調査

注）本調査では個体数と個体数密度の調査プロットに異なる所があるため，分布面積，調査面積は個体数密度調査結果を用いた．

4. シラコバト下限個体は，目安として

繁殖期 46 羽，越冬期 68 羽であった．

5. シラコバトの個体数密度は 1km2 当

たり繁殖期 0 ～ 70.0（図 1），越冬期

0 ～ 85.0（図 2）であった．キジバト

の個体数密度は１km2 当たり繁殖期 0

～ 245.0，越冬期 0 ～ 165.0 であった．

ドバトの個体数密度は 1km2 当たり繁殖

期 0 ～ 747.5，越冬期　0 ～ 945.0 で

あった．

6. シラコバト，キジバト，ドバトの

1km2 当たりの個体数密度を比較する

と，シラコバト，キジバト，ドバトの

順に 1 桁ずつ値が大きくなっていた（表

4.

5.

6.
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１）．

7. 過 去 の シ ラ コ バ ト 調 査 結 果 よ り，

1948 年から順調に分布面積，個体数

とも増加し分布面積は 2000 年 ~2001

年ピークに達した．本調査の結果，分

布面積，個体数とも 2008 年度急減し

た（表２）．
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